
 

 

 

 

外は一面の銀世界で
も、観光いちご園の 
ハウスの中は甘～い
いちごの香りで、いっ
ぱい！ 
ひと足先に春を感じた
い人におすすめです。 

開催日 2 月 21 日（土）AM8:30 集合 

集合場所 
酒田市役所八幡総合支所（酒田市観音寺字寺ノ下 41） 

※ 鳥海山荘のバスで登り口まで移動 

料金 

宿泊コース：12,800 円 

保険代、ガイド代、昼食代、交流会費、宿泊費込み 

当日コース：3,000 円 

保険代、ガイド代、昼食代込み 

定員 先着 25 名 

申込期限 2 月 15 日（日） 

持ち物 
防寒対策をとれる服装、敷物、飲み物、マイカップ、

チョコや飴などの携帯食（※かんじきは準備します。） 

申込先 湯の台温泉 鳥海山荘 ☎0234-61-1727 

 

かんじきを使って真冬にしか行
けない北緯３９度×東経１４０
度の交点を探して鳥海山麓の
高原を縦走します。日本に４０
カ所程度ある交点ですが、歩い
て行ける場所はまれです。この
機会にいかがでしょうか？ 
 

産直組織など約４０団体が一堂に会して、最上地域の安全で

安心な農産物や加工品などを直売します。ぜひお越しください！ 

 

 

◎農産物・農産加工品の直売（野菜・山菜・きのこ・花・漬物・餅など） 

◎ふるさと茶屋コーナー（焼き魚・おでん・納豆汁・甘酒など） 

◎来場者先着プレゼント（13:00～） 

開催日時 3 月 14 日（土）・15 日（日）10:00～15:00 

会場 
最上広域交流センター“ゆめりあ” 

（ＪＲ新庄駅隣接） 

問合先 
もがみ産直の里づくり推進協議会事務局 

（鮭川村エコパーク内）☎0233-55-4455 

 

開催日 

12 月下旬～3 月 31 日（予定） 

※4 月～6 月は通常のいちご狩りが楽しめます 

月曜定休 ただし祝日の場合は翌日が休み 

場所 
ストロベリーファーム（寒河江インターチェンジ付近） 

いちごガーデン（チェリーランド付近） 

料金 

12 月下旬～3 月 31 日 

大人 1,600 円 小学生 1,300 円 幼児 900 円 

4 月 1 日～5 月 7 日（通常のいちご狩り） 

大人 1,500 円 小学生 1,200 円 幼児 800 円 

５月８日～６月上旬（通常のいちご狩り） 

大人 1,300 円 小学生 1,000 円 幼児 600 円 

問合先 さくらんぼ会館 ☎0237-86-1811 

 

開催期間 2 月 7 日（土）～11 日（水） 

会場 温泉のある駅「太陽館」（JR 高畠駅前）※メイン会場 

問合先 高畠町観光協会 ☎0238-57-3844 

 

 

 

   

 置賜 地域 
[高畠町]  村山 地域 

[寒河江市] 

グリーン・ツーリズムとは、農山漁村地域において、自然、文化、人々との交流を
楽しむ滞在型の余暇活動です。 例えば、農家レストランでの食事や農家民宿への
宿泊、地元農産物の購入や、収穫・加工体験、農作業体験などのことを言います。 

県 内 イ べ ン ト 情 報 

 庄内 地域 
[酒田市]  最上 地域 

[新庄市] 

わらで作られたこもの中で、見事なぼたんの花が咲き競います。
白い雪の中での「お花見」をお楽しみください。夜にはライトアップ
され、幻想的な空間が広がります。尚、おまつり期間中は、太陽
館の休憩室使用料が無料となります！ 

雪でも安心 

『雪中いちご狩り』はいかが？ 

Yamagata Green Tourism News 2015  
ご自由にお持ちください 

最上地域のおいしいものが 
勢ぞろい！ 

冬しか行けない秘密のスポット 
北緯３９度×東経１４０度を 
踏破しよう！ 

宿泊コースの人は、トレッキング後に湯の台温泉鳥海山荘にて
交流会・宿泊をします。 

 

『真冬のお花見』に 

出かけませんか？ 



 

 

 

 

 

 

 

開催日 平成 27 年 10 月 29 日（木）～30 日（金） 

主催 

第 14 回全国グリーン・ツーリズムネットワーク
山形大会実行委員会（実行委員会構成委員：県Ｇ
Ｔ推進協議会役員、分科会開催市町村及び当該市
町村ＧＴ実践者、山形県） 

共催 
ＮＰＯ法人 日本グリーンツーリズム・ネットワ
ークセンター 

大会テーマ 
日本人のこころのふるさと 美しい山形から 
～わたしたちの食をみつめて～ 

場所 

29 日：県内 8 か所（分科会） 
庄内 5 市町、村山市、最上地域、飯豊町 

30 日：三川町「なの花ホール」（全体会） 

参集者 
全国のグリーン・ツーリズム実践者、行政関係者
等 約 500 名 

 

 

 

 

 

 

〒990-2473 山形市松栄一丁目 7 番 48 号 山形県土地改良会館別館内 山形県グリーン・ツーリズム推進協議会 

TEL：023(647)8351  FAX：023(647)8352 http://gt-yamagata.com E-mail:gt-yamagata@festa.ocn.ne.jp 
発行元 

クアオルト健康ウォーキングとは、生活習慣病の予防や健康

増進などを目的に上山市が行っている取組みで、ミュンヒェン

大学の鑑定により、日本で唯一、気候性地形療法のコースに認

定された道のりを歩くものです。8 つあるコースのうち、西山

コースは深い自然を楽しめるコースで、全長 3.1 ㎞、110m の

高度差があります。ウォーキングのポイントは、心拍数を目安

にした歩行スピードと、体に熱を溜めないための衣服調節。ガ

イドの方が教えてくださるので安心です。道中、周りの植物や

湧水について聞いたり、やまびこを聴くために大きな声を出し

たりしているうちに、心身ともにリフレッシュしていくのを感

じることが出来ました。 

西山コースそばの斜面には、鈴木秀峰園さんがあります。

前々号の NEWS でご紹介すべく秀峰園さんを訪問した時、そ

の斜面を登る爽快感と、果樹園に吹く涼やかな風・眼下に広が

る景色には本当にハッとしました。ひょっとするとその時、ク 

 

第１４回 全国グリーン・ツーリズムネットワーク山形大会の概要について 

このたび、本県グリーン・ツーリズムの更なる進展を図るため、
下記により全国大会が開催されます。 
 

クアオルト健康ウォーキング（西山コース）＋ 鈴木秀峰園 
トコちゃんレポート！ 

 

アオルト健康ウォーキングの醍醐味を既に体感していたのか

もしれません。鈴木秀峰園では、6 月～11 月の間、果物狩り

を体験することが出来ます。皆様には是非、クアオルト健康ウ

ォーキング西山コースへの参加と、秀峰園さんの果物狩りをセ

ットにして楽しむことをお勧めします。 

上山市クアオルト推進室  

山形県上山市河崎 1-1-10／℡023-672-1111 

鈴木秀峰園  

山形県上山市鶴脛町 2-6-27／℡023-672-5041 

コ
ー
ス
か
ら
見
え
る
果
樹
園 

 

鈴木秀峰園 鈴木俊幸さん コースから臨む蔵王 

 

「山の向こうの もうひとつの日本」と称された山形県には、

日本人の心の中にある「ふるさと」の懐かしい風景があり、

農山漁村の日々の営みの中で育まれた暮らしや文化が今なお

息づいています。 

 

本県では、こうした「心のふるさと」を見て・触れて・体験

する「やまがた的グリーン・ツーリズム」に取り組んできま

した。山形大会では、その取組みを全国に向けて情報発信す

るとともに、優れた先進事例を学び、高い志を持った仲間と

のネットワークづくりを進めることによって、本県グリー

ン・ツーリズムのさらなる進展を目指します。 

 

本県は、豊かな農林水産物に恵まれ、多彩な食文化が花開く

「食彩王国」であります。そして、山形大会全体会の開催地

である庄内地域は、“食の都”を標榜する海・山・里の恩恵を受

けた豊穣の地であり、その地で「日本人のこころのふるさと 

美しい山形から ～ わたしたちの食をみつめて ～」をテーマ

に、全国の皆様と幅広い議論が行われることは、「食」を通じ

た地域の活性化に資するものと考えています。 

【大 会 趣 旨】 

農山漁村の有する歴史・自然・文化など多元的な資源を
活用した、都市と農山漁村住民による交流活動の推進を
目的とし、平成 16 年 2 月に熊本・水俣で第 1 回大会が
開催されて以来、全国各地で行われています。 
 

 

【全国グリーン・ツーリズムネットワーク大会とは】  

【山形大会のホームページ開設について】 

近々、山形大会を PR するためのホームページを開設し
ます。まだ、掲載できる内容が少ないのですが、順次充
実していくことにしています。 
時々、http://www.gt-yamagata.com/ をチェックし
ていただくとありがたいです。 
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山形大会の先回は、2015 年 2 月 12 日（木）～13 日（金）
に東洋大学白山キャンパス 6 号館において開かれる、第
13 回全国グリーン・ツーリズム・ネットワーク東京大会
です。大会テーマは、「これが日本のグリーン・ツーリ
ズムだ！ 命を繋ぎ、心を癒し、人を活かす人間福祉への
原点回帰」。山形大会の成功に向けて、山形県からも、
大会主催者をはじめとして多数参加する予定です。 

 


